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1. 実施概要 

1.1 実施概要 

実施概要は、次のとおりです。 

 

表 実施概要 

項目 概要 

対象 海南市民 

※高校生以上（2006(平成 18)年 4月 2日生まれ以前） 

方法 郵送配布・郵送回収 

※1通につき調査票 2票を封入。2名までの回答を依頼 

期間 2022(令和 4)年 8月 5日発送 

2022(令和 4)年 8月 24日締切 

有効配布数 1,968通 

有効回収数 1,325票 

主な調査項目 ・個人属性 

・普段の外出状況 

・地域公共交通の利用状況 

・新型コロナによる外出と地域公共交通利用の変化 

・地域公共交通の今後に対する意見 

※地域別の集計は、海南市都市計画マスタープランに基づき、地区を下記の通り集約して集計した。 

  ・西部地域：黒江・船尾、日方、内海、大野、巽、亀川 

  ・東部地域：中野上、北野上、南野上 

  ・南部地域：下津、大崎、大東、塩津、加茂、仁義 
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1.2 調査物件 

調査票等は、次の通りです。 

依頼文 
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調査票 
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2. 結果概要 

2.1 回答者の概要【質問 1,2】 

(1) 性別 

回答者の性別については、約 57％が女性となっています。 

 
※不明、複数回答を除く 

 

(2) 年齢 

回答者の年齢については、約 48％が 65歳以上、約 23％が 75歳以上の高齢者となっています。 

 
※不明、無回答、複数回答を除く 

 

  

1.男性

40.7%

2.女性

57.3%

4.無回答

2.0%

[n=1297]

10歳代

2.9% 20歳代

4.9%

30歳代

6.6%

40歳代

11.1%

50歳代

15.0%

60～64歳

11.1%

65～69歳

12.6%

70～74歳

12.7%

75～79歳

7.9%

80～84歳

7.2%

85歳以上

8.1%

[n=1311]
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(3) 居住地 

回答者の居住地については、約 54％が西部地域、約 12％が東部地域、約 34％が南部地域となって

います。 

 
※不明、無回答、複数回答を除く 

 

 

 (4) 世帯構成 

回答者の世帯構成については、約 57％が家族と同居（夫婦のみ以外）で最も多く、次いで、家族と

同居（夫婦のみ）が約 31％となっており、一人暮らしは全体の約 10％となっています。 

 
※不明、無回答、複数回答を除く 

 

  

1.一人暮らし

10.2%

2.家族と同居

(夫婦のみ)

31.3%
3.家族と同居

(2.以外)

56.9%

4.その他

1.6%

[n=1303]
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(5) 運転免許の保有状況 

回答者の約 80％が運転免許を保有し、（以前保有していたが）返納したが約 8％となっています。

年齢別に見ると、10歳代、75歳以上で保有率が低く、10歳代では約 18％、75歳以上は約 45％の保

有率となっています。75歳以上では、約 26％が既に運転免許を返納したと回答しています。 

 

 
【年齢別】 

 
※不明、無回答、複数回答を除く 

 

  

1.持っている

79.7%

2.返納した

7.7%

3.返納を

検討中

1.3%

4.取得した

ことがない

11.3%

[n=1228]

18.4%

94.9%

87.8%

45.0%

1.5%

5.1%

25.7%

1.0%

4.8%

81.6%

3.6%

6.1%

24.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10歳代

20-64歳

65-74歳

75歳以上

1.持っている 2.返納した 3.返納を

検討中

4.取得した

ことがない

[n=38]

[n=606]

[n=311]

[n=269]
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(6) 外出時の介助の必要性【質問 2】 

回答者の約 92％が一人で不自由なく外出できると回答していますが、75歳以上の約 3割は、外出

するにあたり一部または全面的な介助が必要と回答しています。 

 

 
【年齢別】 

 
※不明、無回答、複数回答を除く 

 

  

1.ひとりで不自由

なく外出できる

92.0%

2.介助があれば

外出できる

6.1%

3.外出には

全面的な

介助が必要

1.9%

[n=1276]

97.4%

98.4%

97.8%

70.8%

1.3%

0.9%

23.3%

2.6%

0.3%

1.3%

5.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10歳代

20-64歳

65-74歳

75歳以上

1.ひとりで不自由

なく外出できる

2.介助があれば

外出できる

3.外出には

全面的な

介助が必要

[n=38]

[n=628]

[n=317]

[n=288]
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2.2 回答状況【質問 3～13】 

2.2.1 普段の移動について【質問 3～6】 

(1) 通勤・通学について【質問 3】 

①通勤・通学の頻度 

回答者の約 53％が通勤・通学をしており、頻度については、その多くが週 5日以上となっていま

す。 

 

 
※不明、無回答、複数回答を除く 

 

  

1.週5日以上

40.9%

2.週3～4日

9.6%

3.週1～2日

1.9%
4.月に2～3日

0.5%

5.月に1日

0.4%

6.通勤･通学は

していない

46.7%

[n=1135]
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②通勤・通学先 

回答者の通勤・通学先としては、「市内（自宅外）」が約 46％で最も多く、これに次いで「和歌山

市」（約 28％）となっています。地域別に見ると、西部地域では「和歌山市」、東部地域では「紀美

野町」・「県内その他」、南部地域では「有田市」への通勤・通学が他地域に比べて高くなっていま

す。 

 

 
【地域別】 

 
※不明、無回答、複数回答を除く 

 

  

46.6%

3.7%

33.1%

2.3%

2.0%

3.4%

1.1%

2.0%

3.1%

2.6%

46.2%

3.1%

23.1%

4.6%

0.0%

7.7%

0.0%

9.2%

4.6%

1.5%

47.0%

8.8%

21.5%

1.7%

7.2%

0.6%

1.1%

3.3%

6.1%

2.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

1.市内(自宅外)

2.市内(自宅)

3.和歌山市

4.紀の川市

5.有田市

6.紀美野町

7.有田川町

8.和歌山県内その他

9.大阪府内

10.その他

西部地域[n=350]

東部地域[n=65]

南部地域[n=181]
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③通勤・通学の時間帯 

回答者の通勤・通学時間帯は、行きは朝 6～7時台、帰りは 16～18時台がピークとなっています。 

 

 
※不明、無回答、複数回答を除く 

 

  

1 1 3 5
14

91

324

370

127

23

9 10 12 7 10 6 3 4 4 1 3 0 1 0 01 1 0 2 0 6 5 10 15 15 11

35 21 24

51

95

210

248

150

84

38

20
5 1 0

0

50

100

150

200

250

300

350

400 行き

帰り
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④通勤・通学の移動手段 

回答者の通勤・通学手段は、「自家用車を運転」が 70％を占め、圧倒的に多くなっています。年齢

別に見ると、10歳代は「鉄道」および「自転車」が約 59％で最も多く、20-64歳、65-74歳は「自家

用車を運転」が 7割を超えています。75歳以上では、「自家用車を運転」は約 49％とやや低くな

り、「バイク・原付」、「自転車」を利用する割合が他年代に比べ高くなっています。 

 
【年齢別】 

 
※不明、無回答を除く   

58.8%

17.6%

8.8%

0.0%

20.6%

2.9%

0.0%

58.8%

14.7%

0.0%

5.9%

10.9%

2.1%

0.0%

76.6%

3.9%

7.1%

0.4%

8.2%

7.3%

0.4%

0.6%

1.2%

0.0%

0.0%

74.4%

3.7%

15.9%

0.0%

7.3%

7.3%

0.0%

0.0%

15.4%

7.7%

2.6%

48.7%

12.8%

23.1%

10.3%

17.9%

10.3%

5.1%

2.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1.鉄道

2.路線バス

3.コミュニティバス

4.自家用車を運転

5.自家用車で送迎

6.バイク･原付

7.タクシー

8.自転車

9.徒歩

10.なし(自宅)

11.その他

10歳代[n=34]

20-64歳[n=466]

65-74歳[n=82]

75歳以上[n=39]
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(2) 食料品・日用品などの日常の買い物について【質問 4】 

①買い物の頻度 

回答者の買い物の頻度については、週 1～2日が約 39％で最も多く、これに次いで、週 3～4日が約

26％となっており、週 1日以上が約 77％を占めています。 

年齢別に見ると、20-64歳、65-74歳で週 1日以上が約 8割以上である一方、10歳代、75歳以上で

はやや頻度が低くなっています。 

 

 
【年齢別】 

 
※不明、無回答、複数回答を除く 

 

  

1.ほぼ毎日

12.2%

2.週3～4日

25.9%

3.週1～2日

38.9%

4.月に2～3日

6.9%

5.月に1日

2.5%

6.ほとんど

行かない

13.5%

[n=1299]

2.6%

12.6%

15.3%

9.2%

5.3%

26.5%

30.6%

22.5%

10.5%

40.9%

40.4%

36.5%

7.9%

7.1%

5.2%

8.2%

2.6%

2.1%

1.2%

4.8%

71.1%

10.7%

7.3%

18.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10歳代

20-64歳

65-74歳

75歳以上

1.ほぼ毎日 2.週3～4日 3.週1～2日 4.月に2～3日 5.月に1日 6.ほとんど

行かない

[n=38]

[n=633]

[n=327]

[n=293]
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②最も利用する買い物先 

回答者の最も利用する買い物先としては、市全体では「スーパーセンターオークワ海南店」が約

21％で最も多く、これに次いで、「松源下津店」が約 16％となっています。 

地域別に見ると、西部地域では「スーパーセンターオークワ海南店」「松源海南日方店」、東部地

域では「オークワ海南野上店」「松源海南阪井店」、南部地域では「松源下津店」「スーパーセンタ

ーオークワ海南店」が多く、概ね地域内または隣接する地域での買い物が多くなっています。 

【市全体】 

 
【地域別】 

 
 ※不明、無回答、複数回答を除く   

19.8%

22.7%

13.8%

12.2%

11.3%

6.9%

0.6%

0.3%

4.5%

8.1%

1.4%

3.5%

2.1%

3.5%

5.6%

23.8%

35.0%

0.0%

6.3%

18.9%

1.8%

23.5%

7.3%

0.8%

2.8%

0.0%

0.3%

47.6%

4.8%

11.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

1.松源海南日方店

2.スーパーセンターオークワ海南店

3.ヒダカヤ海南店

4.オークワ海南幡川店

5.エバグリーン海南店

6.松源海南阪井店

7.オークワ海南野上店

8.松源下津店

9.市内のその他の店

10.市外の店

西部地域[n=683]

東部地域[n=143]

南部地域[n=395]
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③買い物の時間帯 

回答者の買い物の時間帯としては、行きは 9時台、帰りは 10時台が最も多くなっています。年齢

別に見ると、65歳以上の高齢者でこの傾向が強くなっています。20-64歳は、午前中の他に、夕方に

もピークが見られます。 

【全年齢】 

 
【10歳代】 

 

【20-64歳】 

 

【65-74歳】 

 

【75歳以上】 

 

※不明、無回答、複数回答を除く 

  

1 1 0 2 0 4 6
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238

381

194

83

104107 99 101
106104

73

37

13
2 0 0 00 0 0 0 0 0 1 4
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181

310
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104128127
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③買い物先への移動手段 

買い物先への移動手段としては、「自家用車を運転」が約 73％で、圧倒的に多くなっています。年

齢別に見ると、「自家用車を運転」が、20-64歳では約 85％、65-74歳では約 76％を占める一方、75

歳以上では約 43％とやや低く、「自家用車で送迎」「バイク・原付」「タクシー」等が他年代に比べ

て高くなっています。また、10歳代では「自家用車で送迎」「自転車」が他年代に比べて高くなって

います。 

 

 
【年齢別】 

 
※不明、無回答、複数回答を除く 

  

9.1%

0.0%

0.0%

0.0%

63.6%

9.1%

0.0%

36.4%

18.2%

0.0%

9.1%

1.4%

0.5%

0.4%

85.3%

7.3%

4.6%

0.9%

8.9%

5.1%

0.0%

0.2%

1.0%

0.3%

0.7%

76.2%

10.6%

6.6%

0.0%

10.3%

6.0%

0.3%

0.0%

2.1%

2.9%

4.6%

42.7%

24.3%

13.0%

6.7%

17.6%

11.7%

0.8%

1.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1.鉄道

2.路線バス

3.コミュニティバス

4.自家用車を運転

5.自家用車で送迎

6.バイク･原付

7.タクシー

8.自転車

9.徒歩

10.なし(ネット･通販)

11.その他

10歳代[n=11]

20-64歳[n=564]

65-74歳[n=302]

75歳以上[n=239]



（2023.1.12時点） 

 

19 

(3) 医療機関の利用（通院）について【質問 5】 

①医療機関に行く頻度 

回答者の通院頻度としては、「体調が悪いときのみ」が約 47％で最も多く、これに次いで、「月に

1日」が約 36％となっています。 

年齢別に見ると、64歳以下では「体調が悪いときのみ」が多数を占めますが、65-74歳では月に 1

日以上が約 73％、75歳以上では約 86％を占め、定期的に通院している人が多くなっています。 

 

 
【年齢別】 

 
※不明、無回答、複数回答を除く 

 

 

  

1.ほぼ毎日

0.1%

2.週3～4日

1.0% 3.週1～2日

5.2%

4.月に2～3日

11.2%

5.月に1日

35.8%

6.体調が

悪いとき

のみ

46.7%

[n=1198]

0.4%

0.5%

0.7%

2.7%

2.6%

1.8%

7.0%

11.4%

6.3%

15.3%

19.4%

23.8%

49.8%

52.5%

97.4%

67.5%

27.2%

13.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10歳代

20-64歳

65-74歳

75歳以上

1.ほぼ毎日 2.週3～4日 3.週1～2日 4.月に2～3日 5.月に1日 6.体調が

悪いとき

のみ

[n=38]

[n=604]

[n=287]

[n=263]



（2023.1.12時点） 

 

20 

②最もよく利用する医療機関 

回答者が最もよく利用する医療機関としては、「市内のその他の病院」が約 56％で最も多く、これ

に次いで「市外の病院」が約 22％、「海南医療センター」が約 16％となっており、日頃は身近なク

リニック（内科・眼科・歯科等）を利用していることが伺えます。市外の病院としては、県立医大付

属病院や日本赤十字社和歌山医療センターなどが多くなっています。 

 
【地域別】 

 
※不明、無回答、複数回答を除く 

市内その他の病院の回答（回答数 5以上のみ） 市外の病院の回答（回答数 5以上のみ） 

 

 

  

17.0%

0.9%

0.3%

2.6%

6.0%

53.4%

19.8%

12.3%

1.2%

0.0%

0.0%

1.2%

49.4%

35.8%

14.8%

0.4%

0.0%

0.4%

3.0%

62.2%

19.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

1.海南医療センター

2.谷口病院

3.笠松病院

4.石本病院

5.恵友病院

6.市内のその他の病院

7.市外の病院

西部地域[n=348]

東部地域[n=81]

南部地域[n=230]

32

29

29

29

28

20

19

17

16

16

11

10

8

7

5

0 10 20 30 40 50

吉川内科循環器科

さくらクリニック

西岡医院

辻秀輝整形外科

かわむら医院

山本医院

橋本胃腸科

さいかクリニック

しおたにクリニック

たきもと内科クリニック

いぬい内科呼吸器内科クリニック

おくクリニック

山西内科

くらはしクリニック

下津クリニック

26

18

10

8

5

0 10 20 30 40 50

和歌山県立医科大学附属病院

日本赤十字社和歌山医療センター

国保野上厚生総合病院

琴の浦リハビリテーションセンター

谷田クリニック

[n=129]



（2023.1.12時点） 

 

21 

③通院の時間帯 

通院の時間帯としては、行きは 8～9時、帰りは 10時台がピークとなっており、午前中に集中して

います。この傾向は、65歳以上の高齢者が顕著となっています。 

 

【全年齢】 

 
【10歳代】 

 

【20-64歳】 

 

【65-74歳】 

 

【75歳以上】 

 

※不明、無回答、複数回答を除く 
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42
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31 57
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④通院先への移動手段 

通院先への移動手段としては、「自家用車を運転」が約 60％で最も多く、年齢的には 20-64歳、

65-74歳では「自家用車を運転」が約 7割を超えています。75歳以上では「自家用車を運転」が約

34％である一方、「自家用車で送迎」「バイク・原付」「タクシー」を利用する人の割合が、他年代

に比べて高くなっています。 

 

 
【年齢別】 

 
※不明、無回答を除く 

  

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

50.0%

0.0%

0.0%

50.0%

0.0%

0.0%

1.9%

1.4%

0.9%

74.1%

6.5%

4.2%

2.8%

8.3%

9.7%

1.4%

1.8%

1.4%

1.8%

72.5%

10.6%

3.7%

0.9%

10.1%

11.9%

0.5%

3.1%

4.0%

5.8%

33.6%

32.3%

8.4%

11.9%

11.9%

12.8%

4.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1.鉄道

2.路線バス

3.コミュニティバス

4.自家用車を運転

5.自家用車で送迎

6.バイク･原付

7.タクシー

8.自転車

9.徒歩

10.その他

10歳代[n=2]

20-64歳[n=216]

65-74歳[n=218]

75歳以上[n=226]
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(4) ふだんの移動で、交通手段に関して困ること【質問 6】 

①通勤・通学の移動で困ること 

通勤・通学の移動で困ることについては、約 91％が困ることは「ほとんどない」と回答しています

が、10歳代では、約 34％が「よくある」「時々ある」と回答しており、若年層で困る人の割合がや

や高くなっています。 

 
【年齢別】 

 
【地域別】 

 
※不明、無回答、複数回答を除く 

 
   

1.よくある

3.5%
2.時々ある

6.0%

3.ほとんどない

90.5%

[n=797]

14.3%

4.4%

0.6%

20.0%

7.2%

1.8%

2.1%

65.7%

88.3%

97.6%

97.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10歳代

20-64歳

65-74歳

75歳以上

1.よくある 2.時々ある 3.ほとんどない

[n=35]

[n=497]

[n=169]

[n=94]

3.7%

2.0%

3.9%

6.1%

7.8%

5.5%

90.2%

90.2%

90.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

西部地域

東部地域

南部地域

1.よくある 2.時々ある 3.ほとんどない

[n=428]

[n=102]

[n=254]
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■通勤・通学で困る理由 

通勤・通学の移動で困る理由としては、「交通渋滞により到着時間が遅れる」が約 27％で最も多

く、次いで、「真夏や悪天候時に徒歩や自転車で行くのが大変」が約 23％となっています。 

 

 
【年齢別】 

 
※不明、無回答を除く 

 

 

  

18.2%

18.2%

9.1%

18.2%

0.0%

0.0%

0.0%

18.2%

45.5%

9.1%

22.4%

19.0%

17.2%

6.9%

32.8%

3.4%

3.4%

10.3%

17.2%

15.5%

16.7%

0.0%

33.3%

0.0%

16.7%

0.0%

16.7%

16.7%

33.3%

16.7%

0.0%

0.0%

50.0%

0.0%

25.0%

0.0%

25.0%

0.0%

25.0%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

1.行きの公共交通機関がない

2.帰りの公共交通機関がない

3.駅やバス停までが遠い

4.複数の公共交通機関の乗り換えが大変

5.交通渋滞により到着時間が遅れる

6.目的地の周辺に駐車場がない

7.身近に送迎をしてくれる人がいない

8.移動に掛かる費用が高い

9.真夏や悪天候時に徒歩や自転車で行くのが大変

10.その他

10歳代[n=11]

20-64歳[n=58]

65-74歳[n=6]

75歳以上[n=4]
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■通勤・通学で困った場合の対応 

通勤・通学の移動で困った場合の対応としては、「家族に送迎してもらう」が約 43％で最も多くな

っています。 

 
【年齢別】 

 
※不明、無回答を除く 

 

 

  

0.0%

77.8%

22.2%

0.0%

11.1%

11.1%

22.2%

27.7%

36.2%

14.9%

0.0%

6.4%

4.3%

48.9%

0.0%

33.3%

16.7%

0.0%

33.3%

0.0%

33.3%

33.3%

66.7%

33.3%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1.タクシーを利用する

2.家族に送迎してもらう

3.鉄道･バス等の公共交通機関を利用する

4.近所の人に送迎してもらう

5.徒歩または自転車を利用する

6.外出するのをあきらめる

7.その他

10歳代[n=9]

20-64歳[n=47]

65-74歳[n=6]

75歳以上[n=3]
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②日常の買い物の移動で困ること 

日常の買い物の移動で困ることについては、約 89％が「ほとんどない」と回答しています。年齢別

に見ると、74歳以下では 9割以上が「ほとんどない」と回答していますが、75歳以上では「よくあ

る」「時々ある」があわせて約 26％となっており、他年代に比べて高くなっています。 

 

 
【年齢別】 

 
【地域別】 

 
※不明、無回答、複数回答を除く 

  

1.よくある

4.0% 2.時々ある

7.0%

3.ほとんどない

88.9%

[n=868]

3.2%

2.0%

11.6%

6.5%

5.5%

5.5%

14.7%

93.5%

91.3%

92.5%

73.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10歳代

20-64歳

65-74歳

75歳以上

1.よくある 2.時々ある 3.ほとんどない

[n=31]

[n=505]

[n=200]

[n=129]

4.3%

3.7%

3.9%

7.8%

1.8%

8.2%

87.9%

94.5%

87.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

西部地域

東部地域

南部地域

1.よくある 2.時々ある 3.ほとんどない

[n=464]

[n=109]

[n=281]
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■買い物で困る理由 

買い物時の移動で困る理由としては、「真夏や悪天候時に徒歩や自転車で行くのが大変」が約 33％

で最も多く、これに次いで、「駅やバス停までが遠い」が約 28％となっています。年齢別に見ると、

75歳以上では「身近に送迎してくれる人がいない」と回答した人が約 36％、「行きの公共交通機関

がない」が約 33％と他年代に比べて高く、自分で運転もできず、公共交通も使えない方が、買い物時

の移動に困っていると考えられます。 

 
【年齢別】 

 
※10歳代は回答者数が非常に少ないため、グラフ化していない 

※不明、無回答を除く 

  

16.3%

11.6%

27.9%

4.7%

16.3%

4.7%

7.0%

4.7%

34.9%

14.0%

23.5%

11.8%

35.3%

0.0%

11.8%

5.9%

11.8%

11.8%

41.2%

5.9%

33.3%

12.1%

24.2%

3.0%

0.0%

3.0%

36.4%

6.1%

27.3%

6.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

1.行きの公共交通機関がない

2.帰りの公共交通機関がない

3.駅やバス停までが遠い

4.複数の公共交通機関の乗り換えが大変

5.交通渋滞により到着時間が遅れる

6.目的地の周辺に駐車場がない

7.身近に送迎をしてくれる人がいない

8.移動に掛かる費用が高い

9.真夏や悪天候時に徒歩や自転車で行くのが大変

10.その他
20-64歳[n=43]

65-74歳[n=17]

75歳以上[n=33]
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■買い物で困った場合の対応 

買い物時の移動で困った場合の対応としては、「家族に送迎してもらう」が約 46％で最も多く、こ

れに次いで「外出するのをあきらめる」が約 35％となっています。 

年齢別に見ると、高齢になるほど「家族に送迎してもらう」と回答した人の割合が高くなっていま

す。 

 
【年齢別】 

 
※10歳代は回答者数が非常に少ないため、グラフ化していない 

※不明、無回答を除く 

 

  

16.7%

30.6%

8.3%

0.0%

13.9%

44.4%

25.0%

0.0%

50.0%

14.3%

7.1%

28.6%

21.4%

14.3%

20.6%

58.8%

14.7%

0.0%

11.8%

32.4%

5.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

1.タクシーを利用する

2.家族に送迎してもらう

3.鉄道･バス等の公共交通機関を利用する

4.近所の人に送迎してもらう

5.徒歩または自転車を利用する

6.外出するのをあきらめる

7.その他

20-64歳[n=36]

65-74歳[n=14]

75歳以上[n=34]
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③通院時の移動で困ること 
 

通院時の移動で困ることについては、約 89％が「ほとんどない」と回答しています。年齢別に見る

と、74歳以下では 9割以上が「ほとんどない」と回答していますが、75歳以上では「よくある」

「時々ある」があわせて約 29％となっており、他年代に比べて高くなっています。 

 

 
【年齢別】 

 
【地域別】 

 
※不明、無回答、複数回答を除く 

  

1.よくある

4.2%
2.時々ある

7.1%

3.ほとんどない

88.6%

[n=898]

2.0%

1.5%

16.7%

6.7%

6.0%

12.0%

100.0%

91.4%

92.5%

71.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10歳代

20-64歳

65-74歳

75歳以上

1.よくある 2.時々ある 3.ほとんどない

[n=33]

[n=511]

[n=201]

[n=150]

4.0%

4.5%

4.4%

7.3%

2.7%

8.8%

88.7%

92.8%

86.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

西部地域

東部地域

南部地域

1.よくある 2.時々ある 3.ほとんどない

[n=478]

[n=111]

[n=295]
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■通院で困る理由 

通院時の移動で困る理由としては、「真夏や悪天候時に徒歩や自転車で行くのが大変」が約 29％で

最も多く、次いで「行きの公共交通機関がない」（約 26％）、「身近に送迎してくれる人がいない」

（約 25％）となっています。年齢別に見ると、75歳以上では「身近に送迎してくれる人がいな

い」、64-75歳では「駅やバス停までが遠い」と回答した割合が高く、自分で運転もできず、公共交

通を利用しづらい方が、通院時の移動に困っていると考えられます。 

 
【年齢別】 

 
※10歳代は回答者数が非常に少ないため、グラフ化していない 

※不明、無回答を除く 

  

27.9%

20.9%

14.0%

2.3%

18.6%

7.0%

18.6%

4.7%

27.9%

11.6%

16.7%

16.7%

38.9%

0.0%

5.6%

5.6%

11.1%

5.6%

44.4%

5.6%

27.9%

25.6%

16.3%

2.3%

4.7%

2.3%

37.2%

16.3%

23.3%

4.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

1.行きの公共交通機関がない

2.帰りの公共交通機関がない

3.駅やバス停までが遠い

4.複数の公共交通機関の乗り換えが大変

5.交通渋滞により到着時間が遅れる

6.目的地の周辺に駐車場がない

7.身近に送迎をしてくれる人がいない

8.移動に掛かる費用が高い

9.真夏や悪天候時に徒歩や自転車で行くのが大変

10.その他

20-64歳[n=43]

65-74歳[n=18]

75歳以上[n=43]
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■通院で困った場合の対応 

通院時の移動で困った場合の対応としては、「家族に送迎してもらう」が約 58％で最も多く、これ

に次いで「タクシーを利用する」が約 49％となっています。年齢別に見ると、75歳以上では 7割以

上が「家族に送迎してもらう」「タクシーを利用する」と回答しています。 

 
【年齢別】 

 
※10歳代は回答者数が非常に少ないため、グラフ化していない 

※不明、無回答を除く 

 

  

41.7%

44.4%

2.8%

0.0%

11.1%

27.8%

19.4%

21.4%

57.1%

35.7%

0.0%

28.6%

28.6%

7.1%

73.5%

79.4%

14.7%

8.8%

11.8%

17.6%

5.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1.タクシーを利用する

2.家族に送迎してもらう

3.鉄道･バス等の公共交通機関を利用する

4.近所の人に送迎してもらう

5.徒歩または自転車を利用する

6.外出するのをあきらめる

7.その他

20-64歳[n=37]

65-74歳[n=16]

75歳以上[n=48]
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2.2.2 海南市内の地域公共交通について【質問 7～13】 

(1) 鉄道の利用について【質問 7】 

①鉄道の利用頻度 

鉄道の利用頻度については、約 18％が「月に 1日」以上利用していると回答しています。20歳以

上では、「ほとんど利用しない」がいずれも 8割以上を占めていますが、10歳代では、「ほぼ毎日」

が約 45％おり、通学の移動で鉄道を利用している学生が一定数いると考えられます。 

 
【年齢別】 

 
【運転免許の保有状況別】 

 
※不明、無回答、複数回答を除く 

  

1.ほぼ毎日

4.7%
2.週3～4日

1.1%
3.週1～2日

1.6%

4.月に2～3日

3.9%

5.月に1日

6.8%

6.ほとんど

利用しない

81.9%

[n=1175]

44.7%

6.1%

0.4%

2.6%

1.2%

1.1%

0.8%

5.3%
1.2%

1.4%

2.5%

7.9%

2.6%

3.2%

7.1%

21.1%

6.6%

6.0%

5.9%

18.4%

82.4%

88.4%

83.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10歳代

20-64歳

65-74歳

75歳以上

1.ほぼ毎日 2.週3～4日 3.週1～2日 4.月に2～3日 5.月に1日 6.ほとんど

利用しない

[n=38]

[n=607]

[n=285]

[n=238]

3.9%

9.4%

1.2%

1.0%

0.8%

4.0%

3.0%

8.4%

5.5%

12.9%

85.6%

64.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

運転免許保有

運転免許非保有

1.ほぼ毎日 2.週3～4日 3.週1～2日 4.月に2～3日 5.月に1日 6.ほとんど

利用しない

[n=904]

[n=202]
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②最も利用する駅 

鉄道を利用する人が最も利用する駅としては、海南駅が約 59％で最も多くなっています。地域別に

見ると、西部地域・東部地域では海南駅、南部地域では加茂郷駅が、それぞれ最も多くなっていま

す。 

 

 
【地域別】 

 
※不明、無回答、複数回答を除く 

  

1.海南駅

59.3%
2.黒江駅

10.7%

4.加茂郷駅

21.5%

5.下津駅

8.4%

[n=214]

81.5%

100.0%

14.1%

17.7%
0.8%

60.6% 25.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

西部地域

東部地域

南部地域

1.海南駅 2.黒江駅 3.冷水浦駅 4.加茂郷駅 5.下津駅

[n=130]

[n=11]

[n=71]
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③鉄道について不便や不満を感じる点 

鉄道を利用する人が鉄道について不便や不満を感じる点としては、「利用したい時間帯に便が少な

い」が約 49％で最も多い一方、次いで、「特に不便や不満を感じる点はない」が約 32％となってい

ます。年齢別見ると、10歳代の若年層で「利用したい時間帯に便が少ない」「混雑していて座れない

ときがある」と言った不満が多い一方、高齢になるほど「特に不便や不満を感じる点はない」と答え

た方が多くなっています。 

 

 
【年齢別】 

 
※不明、無回答、複数回答を除く 

 

  

10.3%

17.2%

24.1%

0.0%

65.5%

6.9%

24.1%

0.0%

5.8%

16.3%

11.5%

3.8%

47.1%

7.7%

32.7%

5.8%

15.2%

15.2%

6.1%

6.1%

48.5%

3.0%

30.3%

6.1%

23.5%

5.9%

5.9%

14.7%

38.2%

5.9%

35.3%

2.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

1.路線、時刻、乗換え等の情報がわかりにくい

2.他の公共交通機関との乗り継ぎが不便

3.混雑していて座れない時がある

4.駅での移動(段差等)が大変

5.利用したい時間帯に便が少ない

6.駅の近くに駐車場や駐輪場が少ない

7.特に不便や不満を感じる点はない

8.その他

10歳代[n=29]

20-64歳[n=104]

65-74歳[n=33]

75歳以上[n=34]
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地域別には、大きな地域差はありませんが、「路線、時刻、乗換え等の情報が分かりにくい」「利

用したい時間帯に便が少ない」「混雑していて座れないときがある」については、西部地域や東部地

域でやや高くなっています。 

 

【地域別】 

 
※不明、無回答、複数回答を除く 

 

 

  

11.6%

13.2%

13.2%

0.0%

52.9%

5.0%

33.9%

2.5%

10.0%

10.0%

20.0%

0.0%

50.0%

10.0%

40.0%

0.0%

9.0%

14.9%

7.5%

16.4%

40.3%

9.0%

26.9%

9.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

1.路線、時刻、乗換え等の情報がわかりにくい

2.他の公共交通機関との乗り継ぎが不便

3.混雑していて座れない時がある

4.駅での移動(段差等)が大変

5.利用したい時間帯に便が少ない

6.駅の近くに駐車場や駐輪場が少ない

7.特に不便や不満を感じる点はない

8.その他
西部地域[n=121]

東部地域[n=10]

南部地域[n=67]
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(2) 路線バスの利用について【質問 8】 

①路線バスの利用頻度 

路線バスの利用頻度については、約 4％が「月に 1日」以上利用していると回答しています。10歳

代で約 11％、75歳以上で約 9％と、その割合がやや高くなっています。また、運転免許の保有状況別

に見ると、運転免許非保有者では、約 13％が「月に 1日」以上利用しており、利用者は限定的ではあ

るものの、運転免許を保有しない若年層や高齢者等の交通弱者にとって、路線バスが必要な移動手段

となっていると考えられます。 

 
【年齢別】 

 
【運転免許の保有状況別】 

 
※不明、無回答、複数回答を除く   

1.ほぼ毎日

0.2%

2.週3～4日

0.3%
3.週1～2日

0.8%
4.月に2～3日

1.1%

5.月に1日

2.0%

6.ほとんど

利用しない

95.8%
[n=1178]

0.3%

2.7%

1.2%

2.7%

0.3%

2.4%

1.2%

1.0%

1.2%

5.4%

1.5%

1.0%

3.7%

89.2%

96.7%

97.9%

91.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10歳代

20-64歳

65-74歳

75歳以上

1.ほぼ毎日 2.週3～4日 3.週1～2日 4.月に2～3日 5.月に1日 6.ほとんど

利用しない

[n=37]

[n=602]

[n=288]

[n=245]

2.0%

0.2%

2.9%

0.6%

3.9%

1.3%

4.4%

97.7%

86.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

運転免許保有

運転免許非保有

1.ほぼ毎日 2.週3～4日 3.週1～2日 4.月に2～3日 5.月に1日 6.ほとんど

利用しない

[n=905]

[n=204]
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②最も利用するバス会社 

最もよく利用するバス会社については、大十バスと和歌山バスが同程度となっており、西部地域で

は和歌山バス、東部地域では大十バスの利用が多くなっています。 

 

 
 

 
※不明、無回答、複数回答を除く 

 

 

  

1.和歌山バス

40.8%

2.大十バス

46.9%

3.その他

12.2%

[n=49]

55.9%

25.0%

38.2%

90.9%

5.9%

9.1%

75.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

西部地域

東部地域

南部地域

1.和歌山バス 2.大十バス 3.その他

[n=34]

[n=11]

[n=4]
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③路線バスについて不便や不満を感じる点 

路線バス利用者が、路線バスについて不便や不満を感じる点としては、「運行便数が少ない」が約

68％で最も多く、次いで「利用したい時間帯に便が少ない」が約 38％となっており、運行便数の少な

さに対して不満が集中しています。 

 
【年齢別】 

 
※不明、無回答を除く   

0.0%

0.0%

0.0%

50.0%

75.0%

0.0%

25.0%

0.0%

0.0%

0.0%

25.0%

0.0%

8.3%

12.5%

8.3%

37.5%

62.5%

20.8%

12.5%

4.2%

8.3%

12.5%

4.2%

12.5%

28.6%

0.0%

0.0%

0.0%

85.7%

14.3%

42.9%

0.0%

14.3%

14.3%

0.0%

0.0%

9.5%

9.5%

0.0%

47.6%

66.7%

28.6%

19.0%

9.5%

9.5%

0.0%

14.3%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1.路線、時刻、乗換え等の情報がわかりにくい

2.他の公共交通機関との乗り継ぎが不便

3.混雑していて座れない時がある

4.利用したい時間帯に便がない

5.運行便数が少ない

6.バス停の待合環境が悪い

7.自宅や目的地からバス停までの移動が大変

8.目的地までの所要時間が長い

9.運行ルートが目的地を経由しない

10.時刻表の時間から遅れることがある

11.特に不便や不満を感じる点はない

12.その他

10歳代[n=4]

20-64歳[n=24]

65-74歳[n=7]

75歳以上[n=21]
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【地域別】 

 
※不明、無回答を除く 

 

 

17.1%

2.9%

5.7%

37.1%

65.7%

22.9%

17.1%

5.7%

8.6%

11.4%

11.4%

5.7%

0.0%

23.1%

0.0%

38.5%

76.9%

23.1%

15.4%

0.0%

7.7%

0.0%

7.7%

7.7%

0.0%

12.5%

0.0%

37.5%

62.5%

12.5%

37.5%

12.5%

12.5%

0.0%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1.路線、時刻、乗換え等の情報がわかりにくい

2.他の公共交通機関との乗り継ぎが不便

3.混雑していて座れない時がある

4.利用したい時間帯に便がない

5.運行便数が少ない

6.バス停の待合環境が悪い

7.自宅や目的地からバス停までの移動が大変

8.目的地までの所要時間が長い

9.運行ルートが目的地を経由しない

10.時刻表の時間から遅れることがある

11.特に不便や不満を感じる点はない

12.その他

西部地域[n=35]

東部地域[n=13]

南部地域[n=8]
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(2) 海南市コミュニティバス（コミバス）の利用について【質問 9】 

①コミバスの認知度 

コミュニティバスの認知度については、「知っている（ルートや時刻表を含む）」が約 23％、「知

っている（名前だけ）」が約 65％となっており、約 9割の方に認知されています。地域別に見ると、

認知度の高い順に南部地域、東部地域、西部地域となっています。 

 

 
【地域別】 

 
※不明、無回答、複数回答を除く 

 

 

  

1.知っている

（ルートや時刻表を含む）

22.6%

2.知っている

(名前だけ)

64.8%

3.知らない

9.8%

[n=1141]

17.4%

27.9%

31.5%

68.4%

62.9%

64.8%

14.1%

9.3%

3.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

西部地域

東部地域

南部地域

1.知っている

（ルートや時刻表を含む）

2.知っている

(名前だけ)

3.知らない

[n=602]

[n=140]

[n=381]
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②コミバスの利用頻度 

路線バスの利用頻度については、約 4％が「月に 1日」以上利用していると回答しています。10歳

代で約 7％、75歳以上で約 10％と、その割合がやや高くなっています。また、運転免許の保有状況別

に見ると、運転免許非保有者では、約 15％が「月に 1日」以上利用しており、利用者は限定的ではあ

るものの、運転免許を保有しない若年層や高齢者等の交通弱者にとって、路線バスと同様にコミュニ

ティバスが必要な移動手段となっていると考えられます。 

 
【年齢別】 

 
【運転免許の保有状況別】 

 
※不明、無回答、複数回答を除く 

  

1.ほぼ毎日

0.1%

3.週1～2日

0.6%
4.月に2～3日

1.0%
5.月に1日

1.9%

6.ほとんど

利用しない

96.5%
[n=1049]

0.5%

3.3%

2.4%

0.4%

1.1%

2.4%

3.3%

1.3%

0.4%

4.9%

93.3%

98.3%

98.5%

89.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10歳代

20-64歳

65-74歳

75歳以上

1.ほぼ毎日 2.週3～4日 3.週1～2日 4.月に2～3日 5.月に1日 6.ほとんど

利用しない

[n=30]

[n=544]

[n=265]

[n=205]

0.6%

3.8%

0.6%

3.2%

0.8%

7.6%

98.6%

84.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

運転免許保有

運転免許非保有

1.ほぼ毎日 2.週3～4日 3.週1～2日 4.月に2～3日 5.月に1日 6.ほとんど

利用しない

[n=831]

[n=158]
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②最も利用するコミバス路線 

コミバス利用者が最もよく利用する路線については、「鰈川線」が約 21％で最も多く、次いで、

「KIP線」「七山線」「東畑野上新線」「戸坂線」が約 12％となっています。 

 
【地域別】 

 
※不明、無回答を除く 

  

21.4%

21.4%

14.3%

21.4%

0.0%

0.0%

0.0%

7.1%

0.0%

0.0%

0.0%

14.3%

0.0%

0.0%

0.0%

25.0%

0.0%

12.5%

62.5%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

10.0%

0.0%

0.0%

0.0%

5.0%

0.0%

0.0%

40.0%

25.0%

20.0%

0.0%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

1.KIP線

2.亀川線

3.七山沖野々線

4.七山線

5.扱沢線

6.東畑線

7.東畑野上新線

8.鰈川線

9.戸坂線

10.仁義線

11.大崎線

12.わからない

西部地域[n=14]

東部地域[n=8]

南部地域[n=20]
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③コミバスについて不便や不満を感じる点 

コミュニティバス利用者が、コミュニティバスについて不便や不満を感じる点としては、「運行便

数が少ない」が約 71％で最も多く、次いで、「利用したい時間帯に便がない」が約 44％となってい

ます。また、これに次いで「利用したい曜日の運行がない（土日祝日）」が約 27％となっています。 

 

 
※不明、無回答を除く 
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【年齢別】 

 
※10歳代は回答者数が非常に少ないため、グラフ化していない 

※不明、無回答を除く   

0.0%

9.1%

0.0%

0.0%

45.5%

54.5%

72.7%

9.1%

9.1%

0.0%

18.2%

0.0%

0.0%

9.1%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

16.7%

16.7%

50.0%

16.7%

33.3%

0.0%

0.0%

16.7%

16.7%

0.0%

12.0%

12.0%

0.0%

24.0%

20.0%

44.0%

76.0%

12.0%

16.0%

12.0%

4.0%

0.0%

12.0%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

1.路線、時刻、乗換え等の情報がわかりにくい

2.他の公共交通機関との乗り継ぎが不便

3.混雑していて座れない時がある

4.利用したい曜日の運行がない(平日)

5.利用したい曜日の運行がない(土日祝日)

6.利用したい時間帯に便がない

7.運行便数が少ない

8.バス停の待合環境が悪い

9.自宅や目的地からバス停までの移動が大変

10.目的地までの所要時間が長い

11.運行ルートが目的地を経由しない

12.時刻表の時間から遅れることがある

13.特に不便や不満を感じることはない

14.その他

20-64歳[n=11]

65-74歳[n=6]

75歳以上[n=25]
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【地域別】 

 
※不明、無回答を除く 

 

  

18.8%

6.3%

0.0%

25.0%

18.8%

43.8%

56.3%

18.8%

12.5%

0.0%

0.0%

6.3%

18.8%

6.3%

0.0%

0.0%

0.0%

25.0%

25.0%

37.5%

75.0%

12.5%

25.0%

0.0%

25.0%

0.0%

0.0%

12.5%

0.0%

14.3%

0.0%

0.0%

33.3%

47.6%

81.0%

4.8%

14.3%

14.3%

4.8%

0.0%

4.8%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1.路線、時刻、乗換え等の情報がわかりにくい

2.他の公共交通機関との乗り継ぎが不便

3.混雑していて座れない時がある

4.利用したい曜日の運行がない(平日)

5.利用したい曜日の運行がない(土日祝日)

6.利用したい時間帯に便がない

7.運行便数が少ない

8.バス停の待合環境が悪い

9.自宅や目的地からバス停までの移動が大変

10.目的地までの所要時間が長い

11.運行ルートが目的地を経由しない

12.時刻表の時間から遅れることがある

13.特に不便や不満を感じることはない

14.その他

西部地域[n=16]

東部地域[n=8]

南部地域[n=21]
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(3) バスを利用しない理由（路線バス・コミバスを利用しないと回答した人のみ）【質問 10】 

路線バスおよびコミュニティバスを利用しない人が、バスを利用しない理由としては、「自家用車

で移動できるのでバスを利用する必要がない」が約 69％で圧倒的に多くなっており、自家用車に依存

した生活スタイルが定着していることが伺えます。 

 

 
※不明、無回答を除く 
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年齢別に見ると、「自家用車で移動できるのでバスを利用する必要がない」の割合は 10歳代と 75

歳以上ではやや低い一方、10歳代では「自転車、バイク、徒歩で移動できるのでバスを利用する必要

がない」や「バスを利用する習慣がない」、「自分の行きたい目的地に行くバスがないから」、「運

賃が高い」ためにバスを利用していないという人が多くなっています。75歳以上では、「自分の行き

たい目的地に行くバスがないから」や「高齢・ケガ・病気等の理由でバスを利用できない」という人

が他年代に比べて多くなっています。 

 

【年齢別】 

   

22.9%

5.7%

8.6%

0.0%

8.6%

14.3%

8.6%

17.1%

31.4%

37.1%

8.6%

2.9%

2.9%

12.0%

3.9%

15.7%

5.1%

9.8%

3.2%

1.5%

74.0%

13.3%

11.5%

4.9%

0.3%

2.5%

8.5%

4.2%

14.5%

5.7%

10.2%

1.1%

2.8%

78.1%

13.4%

6.7%

3.9%

0.7%

1.4%

16.4%

3.3%

15.5%

1.9%

14.1%

1.9%

2.8%

51.6%

16.0%

4.7%

4.2%

12.2%

8.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1.自分の行きたい目的地に行くバスがないから

2.利用したい曜日にバスが走っていないから

3.利用したい時刻にバスが走っていないから

4.運行間隔が長いから

5.自宅の近くにバス停がないから

6.運賃が高いから

7.目的地までの所要時間が長いから

8.自家用車で移動するのでバスを利用する必要がない

9.バイク、自転車、徒歩で移動できるので必要ない

10.バスに乗る習慣がない

11.バスの運行ルートや停留所等を知らないから

12.高齢･ケガ･病気等の理由でバスを利用できない

13.その他

10歳代[n=35]

20-64歳[n=593]

65-74歳[n=283]

75歳以上[n=213]
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地域別に見ると、大きな地域差はありませんが、東部地域、南部地域では「自家用車で移動するの

でバスを利用する必要がない」と回答とした人の割合がやや高く、西部地域では、「バイク、自転

車、徒歩で移動できるので必要ない」と回答した人の割合がやや高くなっています。 
 
【地域別】 

 
※不明、無回答を除く 

 

  

12.9%

3.3%

14.4%

4.3%

11.1%

4.5%

1.5%

64.4%

18.6%

11.1%

5.8%

3.0%

3.3%

17.0%

6.7%

13.3%

3.7%

8.9%

2.2%

2.2%

73.3%

8.1%

7.4%

3.7%

2.2%

2.2%

9.8%

3.3%

16.5%

4.3%

10.0%

0.3%

3.8%

74.8%

8.9%

8.9%

3.0%

2.4%

4.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

1.自分の行きたい目的地に行くバスがないから

2.利用したい曜日にバスが走っていないから

3.利用したい時刻にバスが走っていないから

4.運行間隔が長いから

5.自宅の近くにバス停がないから

6.運賃が高いから

7.目的地までの所要時間が長いから

8.自家用車で移動するのでバスを利用する必要がない

9.バイク、自転車、徒歩で移動できるので必要ない

10.バスに乗る習慣がない

11.バスの運行ルートや停留所等を知らないから

12.高齢･ケガ･病気等の理由でバスを利用できない

13.その他

西部地域[n=606]

東部地域[n=135]

南部地域[n=369]
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(4) タクシーの利用について【質問 11】 

①タクシーの利用頻度 

タクシーの利用頻度については、約 3％が「月に 1日」以上利用していると回答しています。高齢

になるほどその割合は高く、75歳以上で約 9％となっています。また、運転免許の保有状況別に見る

と、運転免許非保有者では、約 11％が「月に 1日」以上利用しています。 

 
【年齢別】 

 
【免許の保有状況別】 

 
※不明、無回答、複数回答を除く   

1.ほぼ毎日

0.1%

3.週1～2日

0.3%

4.月に2～3日

0.8% 5.月に1日

2.0%

6.悪天候や

緊急時

のみ

9.1%

7.ほとんど

利用しない

87.7%
[n=1167]

0.4%

0.2%

1.3%

0.5%

0.3%

2.1%

1.2%

1.0%

5.1%

6.8%

9.1%

16.7%

100.0%

91.4%

89.5%

74.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10歳代

20-64歳

65-74歳

75歳以上

1.ほぼ毎日 2.週3～4日 3.週1～2日 4.月に2～3日 5.月に1日 6.悪天候や

緊急時

のみ

7.ほとんど

利用しない

[n=38]

[n=604]

[n=286]

[n=234]

1.0%

0.3%

3.0%

0.9%

7.1%

7.0%

18.8%

91.7%

70.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

運転免許保有

運転免許非保有

1.ほぼ毎日 2.週3～4日 3.週1～2日 4.月に2～3日 5.月に1日 6.悪天候や

緊急時

のみ

7.ほとんど

利用しない

[n=831]

[n=158]
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②タクシーの利用方法 

タクシーの利用方法としては、「電話で呼ぶ」が約 84％で圧倒的に多くなっています。 

 
【年齢別】 

 
※10歳代は回答者数が非常に少ないため、グラフ化していない 

※不明、無回答、複数回答を除く 

 

  

1.街中を走行

している

タクシーを

停めて乗る

2.7%

2.タクシー

乗り場

から乗る

10.8%

3.電話で

呼ぶ

83.8%

4.スマートフォンの

アプリを

使って呼ぶ

2.7%

[n=37]

9.1% 18.2%

25.0%

63.6%

75.0%

100.0%

9.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20-64歳

65-74歳

75歳以上

1.街中を走行

している

タクシーを

停めて乗る

2.タクシー

乗り場

から乗る

3.電話で

呼ぶ

4.スマートフォンの

アプリを

使って呼ぶ

[n=11]

[n=4]

[n=21]
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③タクシーについて不便や不満を感じる点 

タクシー利用者が、タクシーについて不便や不満に感じる点としては、「料金が高い」が約 45％で

最も多い一方、次いで「特に不便や不満を感じる点はない」が 31％となっています。 

 

 
【年齢別】 

 
※不明、無回答を除く 

 

 

60.0%

0.0%

30.0%

20.0%

20.0%

0.0%

10.0%

0.0%

33.3%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

66.7%

0.0%

37.5%

6.3%

12.5%

6.3%

0.0%

0.0%

37.5%

18.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

1.料金が高い

2.呼ぶ(電話)のが面倒

3.呼んでも配車に時間がかる

4.料金が事前に分からない

5.ドライバーの接客態度がよくない

6.ドライバーの運転が危ないと感じる

7.特に不便や不満を感じる点はない

8.その他

20-64歳[n=10]

65-74歳[n=3]

75歳以上[n=16]
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(5) コミバス・路線バスが廃止された場合の対応【質問 12】 

①困ることがあるか 

コミュニティバスや路線バスが廃止された場合、「現在、自分または家族が利用しているので、廃

止されると困る」という方はあわせて約 6％と低いですが、「将来利用する可能性があるので、廃止

されると困る」が約 50％を占め、最も多くなっています。年齢別には、65-74歳で「将来利用する可

能性があるので困る」という割合が最も高くなっています。 

 
【年齢別】 

 

 
【地域別】 

 
※不明、無回答、複数回答を除く 

  

1.利用していないし、

利用する予定も

ないので困らない。

44.6%
2.現在はあまり利用していないが、

将来利用する可能性があるので、

廃止されると困る。

49.8%

3.現在自分が

利用しているので、

廃止されると困る。

3.9%

4.現在家族が

利用しているので、

廃止されると困る。

1.8%

[n=1216]

65.8%

46.9%

37.3%

44.1%

21.1%

48.9%

59.4%

44.9%

7.9%

2.0%

2.6%

9.4%

5.3%

2.3%

0.7%

1.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10歳代

20-64歳

65-74歳

75歳以上

1.利用していないし、

利用する予定も

ないので困らない。

2.現在はあまり利用していないが、

将来利用する可能性があるので、

廃止されると困る。

3.現在自分が

利用しているので、

廃止されると困る。

4.現在家族が

利用しているので、

廃止されると困る。

[n=38]

[n=614]

[n=303]

[n=256]

47.7%

33.8%

44.3%

46.9%

58.5%

50.4%

3.7%

5.6%

3.7%

1.7%

2.1%

1.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

西部地域

東部地域

南部地域

1.利用していないし、

利用する予定も

ないので困らない。

2.現在はあまり利用していないが、

将来利用する可能性があるので、

廃止されると困る。

3.現在自分が

利用しているので、

廃止されると困る。

4.現在家族が

利用しているので、

廃止されると困る。

[n=646]

[n=142]

[n=409]
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②廃止された場合の代わりの移動手段 

コミュニティバスや路線バスが廃止された場合の代わりの移動手段としては、「タクシー」「自動

車（自分で運転）」「自動車（自分以外が運転）」が約 4割で同程度となっています。年齢別に見る

と、10歳代では「自動車（自分以外が運転）」、20-64歳では「自動車（自分が運転）」、75歳以上

では「タクシー」と回答した人の割合が高くなっています。 

 

 
【年齢別】 

 
※不明、無回答を除く 

 

  

16.7%

16.7%

58.3%

25.0%

25.0%

0.0%

0.0%

13.2%

46.7%

36.6%

38.2%

25.9%

11.0%

1.6%

20.3%

34.2%

37.4%

36.4%

13.4%

8.0%

2.7%

22.3%

25.7%

33.8%

46.6%

13.5%

9.5%

3.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

1.ない

2.自動車(自分で運転)

3.自動車(自分以外が運転)

4.タクシー

5.自転車

6.バイク･原付

7.その他

10歳代[n=12]

20-64歳[n=317]

65-74歳[n=187]

75歳以上[n=148]
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地域別に見ると、大きな地域差はありませんが、西部地域では「自転車」が約 26％と他地域に比べ

てやや高くなっています。 

 

【地域別】 

 
 

※不明、無回答を除く 

 

   

15.1%

35.9%

31.8%

39.8%

25.5%

10.1%

2.4%

19.5%

40.2%

51.7%

42.5%

14.9%

5.7%

2.3%

18.7%

39.6%

38.3%

39.1%

13.0%

10.0%

2.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

1.ない

2.自動車(自分で運転)

3.自動車(自分以外が運転)

4.タクシー

5.自転車

6.バイク･原付

7.その他

西部地域[n=337]

東部地域[n=87]

南部地域[n=230]
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(6) 今後の地域公共交通に対する財政負担の考え方【質問 13-①】 

今後の地域公共交通に対する財政負担の考え方については、「現在と同程度の財政負担を維持した

まま、運行の効率化や見直しを行いサービスの向上を図るべき」が約 39％で最も多く、これに次いで

「これまで通りの財政負担を続け、現在と同様の地域公共交通サービスを維持していくべき」が約

20％となっています。 

 

 
※不明、無回答を除く 
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年齢別に見ると、「現在と同程度の財政負担を維持したままサービスの向上を図るべき」や「市民

がもっと地域公共交通を利用して市の財政負担を減らすよう協力していくべき」については、高齢に

なるほどその割合が高い傾向があります。一方、「利用者の少ない路線の廃止や便数の縮小等を図る

ことにより、市の財政負担を減らしていくべき」については若年層ほどその割合が高い傾向があり、

世代間でやや考え方にギャップが見られます。 

 

【年齢別】 

 
 

※不明、無回答を除く 

 

 

 

  

5.4%

32.4%

32.4%

0.0%

5.4%

24.3%

0.0%

13.1%

40.1%

20.0%

4.4%

1.9%

15.8%

4.7%

12.1%

35.8%

19.5%

8.9%

3.5%

14.2%

6.0%

10.4%

42.2%

17.5%

11.4%

4.3%

10.9%

3.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

1.市民負担や財政負担を増やしても、今以上に

地域公共交通サービスの向上を図るべき

2.現在と同程度の財政負担を維持したまま、運行の

効率化や見直しを行いサービスの向上を図るべき

3.これまでどおり財政負担を続け、現在と

同様の地域公共交通サービスを維持していくべき

4.市民がもっと地域公共交通を利用して、

市の財政負担を減らすように協力していくべき

5.環境対策の面からマイカー利用を減らし、

バス等の地域公共交通の利用を増やすべき

6.利用者の少ない路線は廃止や便数の縮小等を

図ることにより、市の財政負担を減らしていくべき

7.海南市コミュニティバスは、

廃止するべき

10歳代[n=37]

20-64歳[n=594]

65-74歳[n=282]

75歳以上[n=211]
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地域別に見ると、大きな地域差はありませんが、南部地域では、「現在と同程度の財政負担を維持

したままサービスの向上を図るべき」や「市民負担や財政負担を増やしても、今以上に地域公共交通

のサービスを図るべき」というサービス向上を求める意見がやや他地域に比べて高くなっています。

一方、西部地域では「利用者の少ない路線の廃止や便数の縮小等を図ることにより、市の財政負担を

減らしていくべき」の割合がやや高くなっています。 

 

【地域別】 

 
※不明、無回答を除く 

 

 

  

10.8%

37.1%

21.2%

6.3%

3.7%

16.8%

4.2%

13.0%

40.6%

20.3%

2.9%

2.2%

11.6%

9.4%

13.9%

42.3%

17.6%

8.7%

1.0%

13.1%

3.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

1.市民負担や財政負担を増やしても、今以上に

地域公共交通サービスの向上を図るべき

2.現在と同程度の財政負担を維持したまま、運行の

効率化や見直しを行いサービスの向上を図るべき

3.これまでどおり財政負担を続け、現在と

同様の地域公共交通サービスを維持していくべき

4.市民がもっと地域公共交通を利用して、

市の財政負担を減らすように協力していくべき

5.環境対策の面からマイカー利用を減らし、

バス等の地域公共交通の利用を増やすべき

6.利用者の少ない路線は廃止や便数の縮小等を

図ることにより、市の財政負担を減らしていくべき

7.海南市コミュニティバスは、

廃止するべき

西部地域[n=591]

東部地域[n=138]

南部地域[n=381]
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(7) 今後の地域公共交通において、向上が望まれるサービス【質問 13-②】 

※質問 13-①で「1.」または「2.」を選んだ方のみ 

今後の地域公共交通において向上が望まれるサービスとしては、「タクシーを安く使える利用補助

券」が約 43％で最も多く、次いで「予約型乗合タクシーを導入する」（約 34％）「バスの運行本数

を増やす」（約 32％）となっています。 

 

 
※不明、無回答を除く 
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年齢別に見ると、10歳代はバスに関するサービスの向上を望む人が多くなっており、65歳以上は

タクシーの利用補助券の配布や予約型乗合タクシーの導入を望む人が多い傾向となっています。 

 

【年齢別】 

 
※不明、無回答を除く 

 

 

  

57.1%

7.1%

14.3%

42.9%

28.6%

14.3%

21.4%

28.6%

14.3%

0.0%

33.1%

15.5%

17.0%

17.3%

11.2%

26.7%

13.4%

31.3%

38.6%

6.7%

26.1%

14.1%

15.5%

18.3%

11.3%

15.5%

8.5%

43.7%

50.7%

5.6%

33.3%

18.3%

12.7%

11.1%

6.3%

15.1%

11.1%

31.0%

47.6%

6.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

1.バスの運行本数を増やす

2.コミュニティバスを平日毎日運行する

3.コミュニティバスを土日祝日も運行する

4.いろいろな目的地に乗換えなしで行けるようにする

5.バスの待合環境を向上する(ベンチ,上屋,照明等)

6.バスの利用に関する分かりやすい情報発信を行う

7.バス停の数を増やす

8.自宅の近くまでくる予約型乗合タクシーを導入する

9.タクシーを安く使える利用補助券を配布する

10.その他

10歳代[n=14]

20-64歳[n=329]

65-74歳[n=142]

75歳以上[n=126]
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地域別にみると、南部地域ではバス運行本数の増便、予約型乗合タクシーの導入を望む人が、他地

域に比べて多い傾向となっています。 

 

【地域別】 

 
※不明、無回答を除く 

 

  

28.5%

19.2%

15.1%

14.7%

10.3%

21.5%

12.5%

29.2%

44.9%

6.7%

32.5%

13.3%

10.8%

15.7%

8.4%

32.5%

10.8%

36.1%

36.1%

9.6%

38.4%

10.9%

18.5%

19.9%

11.4%

17.5%

10.9%

40.8%

42.2%

4.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

1.バスの運行本数を増やす

2.コミュニティバスを平日毎日運行する

3.コミュニティバスを土日祝日も運行する

4.いろいろな目的地に乗換えなしで行けるようにする

5.バスの待合環境を向上する(ベンチ,上屋,照明等)

6.バスの利用に関する分かりやすい情報発信を行う

7.バス停の数を増やす

8.自宅の近くまでくる予約型乗合タクシーを導入する

9.タクシーを安く使える利用補助券を配布する

10.その他

西部地域[n=312]

東部地域[n=83]

南部地域[n=211]
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2.2.3 最近の生活スタイルについて【質問 14,15】 

(1) 新型コロナの影響について 

①外出頻度 

新型コロナの影響による外出頻度の変化は、約 7割がコロナ禍前よりも外出頻度が減ったと回答し

ています。年齢別に見ると、外出頻度が減ったと回答した割合は、20歳以上はほぼ同程度となってい

ます。 

 
【年齢別】 

 
※不明、無回答、複数回答を除く 

 

  

1.コロナ禍前

より減った

70.6%

2.コロナ禍前

と変わらない

28.7%

3.コロナ禍前

より増えた

0.7%

[n=1277]

55.3%

71.5%

70.7%

70.7%

39.5%

28.2%

28.7%

28.6%

5.3%

0.3%

0.6%

0.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10歳代

20-64歳

65-74歳

75歳以上

1.コロナ禍前

より減った

2.コロナ禍前

と変わらない

3.コロナ禍前

より増えた

[n=38]

[n=632]

[n=324]

[n=276]
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②-1 公共交通の利用頻度 

公共交通の利用頻度の変化は、約 40％がコロナ禍前よりも減ったと回答しています。年齢別に見る

と、高年齢になるほど「減った」と回答した割合は高くなっており、75歳以上では、「減った」と回

答した割合が約 55％と半数を超えています。 

 

 
【年齢別】 

 
※不明、無回答、複数回答を除く 

 

  

1.コロナ禍前

より減った

39.6%

2.コロナ禍前

と変わらない

59.4%

3.コロナ禍前

より増えた

1.0%

[n=1102]

14.3%

33.9%

43.2%

55.4%

74.3%

65.5%

56.0%

44.1%

11.4%

0.7%

0.8%

0.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10歳代

20-64歳

65-74歳

75歳以上

1.コロナ禍前

より減った

2.コロナ禍前

と変わらない

3.コロナ禍前

より増えた

[n=35]

[n=605]

[n=257]

[n=202]
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②-2 公共交通の代わりに増えた交通手段（②で「1.コロナ禍前より減った」と回答した方） 

公共交通の代わりに増えた交通手段としては、「自動車（自分で運転）」が約 64％でもっとも多く

なっています。これに次いで「自動車（自分以外が運転）」が約 27％で、自動車へのシフトが顕著と

なっています。 

年齢別に見ると、10歳代は「自転車」、20歳以上は「自動車（自分で運転）」が最も多く、75歳

以上では「自動車（自分以外が運転）」も多くなっています。また、10歳代、75歳以上は「タクシ

ー」の利用が他年代に比べて多くなっています。 

 

 
【年齢別】 

 
※不明、無回答を除く 

 

  

14.3%

71.4%

28.6%

14.3%

11.9%

11.9%

84.6%

24.4%

3.0%

2.5%

10.0%

16.7%

60.8%

25.8%

4.2%

1.7%

15.4%

19.2%

37.7%

33.1%

10.0%

16.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1.徒歩

2.自転車

3.自動車(自分で運転)

4.自動車(自分以外が運転)

5.自動二輪･原付き

6.タクシー

10歳代[n=7]

20-64歳[n=201]

65-74歳[n=120]

75歳以上[n=130]
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③ 公共交通利用への安心感 

公共交通を利用する上での安心感については、安心して利用しているのは約 45％にとどまり、約

31％が利用を控えていると回答しています。 

 
【年齢別】 

 
※不明、無回答、複数回答を除く 

 

  

1.安心して利用

44.7%

2.安心できないが

やむを得ず利用

24.6%

3.安心できないので

利用を控えている

30.6%

[n=885]

48.4%

39.7%

51.2%

52.4%

41.9%

27.4%

17.2%

21.4%

9.7%

32.9%

31.5%

26.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10歳代

20-64歳

65-74歳

75歳以上

1.安心して利用 2.安心できないが

やむを得ず利用

3.安心できないので

利用を控えている

[n=31]

[n=504]

[n=203]

[n=145]
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(2) スマートフォン等の所有・利用状況について 

① 保有状況 

スマートフォン・タブレットについては、全体では約 75％が保有すると回答していますが、年齢と

ともに保有率は低くなっており、75歳以上では約 34％となっています。 

 

 
【年齢別】 

 
※不明、無回答、複数回答を除く 

 

 

  

1.スマートフォン

･タブレット

74.2%

2.携帯電話

(スマートフォン以外)

14.9%

3.持っていない

10.9%

[n=1245]

97.3%

93.3%

70.2%

33.5%

2.7%

4.9%

21.6%

30.5%

1.8%

8.3%

36.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10歳代

20-64歳

65-74歳

75歳以上

1.スマートフォン

･タブレット

2.携帯電話

(スマートフォン以外)

3.持っていない

[n=37]

[n=612]

[n=315]

[n=275]
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②スマートフォンで利用する機能 

回答者がスマートフォンで利用する機能として、通話、メール・SNSについては 9割以上、インタ

ーネットについては約 8割が利用する一方、路線・乗換検索、キャッシュレス決済については約 4割

程度にとどまっています。特に、75歳以上の高齢者では、インターネットについては約 30％、路

線・乗換検索については約 13％、キャッシュレス決済については約 4％と、他年代に比べて低くなっ

ています。 

 

 
【年齢別】 

 
※不明、無回答を除く 

 

88.9%

100.0%

100.0%

83.3%

47.2%

25.0%

93.9%

96.5%

89.0%

48.6%

54.5%

10.8%

95.0%

87.3%

64.7%

26.7%

31.7%

10.0%

92.5%

64.5%

30.1%

12.9%

4.3%

7.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1.通話

2.メール･SNS(LINEなど)

3.インターネット

4.路線･乗換検索

5.キャッシュレス決済(PayPayなど)

6.その他

10歳代[n=36]

20-64歳[n=574]

65-74歳[n=221]

75歳以上[n=93]


